
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

2 0 1 8 年 度 秋 入 学・ 2 0 1 9 年 春 入 学  

一 般 入 学 試 験 （ B 日 程 ・ 8 月 1 8 日 分 ）  

 

試験科目：民事訴訟法   

 

1.  出題 趣旨  

設 問 １ は 、 事 実 審 の 口 頭 弁 論 終 結 時 が 判 決 効 の 基 準 時 と し

て 意 味 を も つ こ と に 触 れ 、 既 判 力 に よ る 遮 断 効 な ど の 言 及 す

るこ とを 求 める 問題 であ る 。  

設 問 ２ は 、 争 点 お よ び 証 拠 の 整 理 手 続 と し て 現 行 法 が 導 入

した 弁論 準 備手 続の 特徴 な どを 問う 問題 で ある 。  

設 問 ３ は 、 送 達 の 意 義 お よ び 職 権 送 達 主 義 、 交 付 送 達 の 原

則、 公示 送 達な どに 触れ る こと を期 待し た 問題 であ る。  

 

2 .  採点 実感  

設 問 １ に つ い て は 、 事 実 審 の 口 頭 弁 論 終 結 時 が な ぜ 判 決 効

の 基 準 時 と さ れ て い る の か 、 そ の 意 味 を 全 く 説 明 で き て い な

い答 案が ４ 割程 度あ った 。  

設 問 ２ に つ い て は 、 争 点 お よ び 証 拠 の 整 理 手 続 の 意 義 を 説

明 し た う え で 、 弁 論 準 備 手 続 の 特 徴 を 述 べ る こ と を 期 待 し て

いた が、 条 文の 引用 にと ど まっ てい る答 案 が多 かっ た。  

設 問 ３ に つ い て は 、 そ も そ も 送 達 と は ど の よ う な 制 度 か に

つ い い て 全 く 触 れ な い で 、 各 条 文 を 引 用 し 個 別 の 問 題 に 言 及

して いる 答 案が ほと んど で あっ た。  

 

3 .  学習 方法  

基 本 書 に 記 載 さ れ て い る よ う な 各 制 度 。 手 続 の 意 義 に つ い

ては 正確 に 記憶 し記 述で き るよ うに して お く必 要が ある 。  

 

 

 

 

 

 


